
　

鹿
児
島
県
立
錦き

ん

江こ
う

湾わ
ん

高
校
で
は
、
全
校
を
挙
げ
て
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
体
制
を
確
立

す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
６
年
度
の
普
通

科
１
年
生
に
お
け
る
取
り
組
み
だ
。

　

同
校
は
伝
統
的
に
文
武
両
道
を
尊
ぶ
が
、
近
年
は
地

域
の
少
子
化
が
進
む
一
方
、
入
学
定
員
数
は
大
き
く
変

わ
ら
な
い
た
め
、
生
徒
の
学
力
が
多
層
化
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、
学
習
意
欲
に

課
題
が
あ
る
生
徒
が
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、「
生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
」
こ
と
を

目
標
に
、
16
年
度
の
普
通
科
１
年
生
に
お
け
る
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
り
組
み
を
刷
新
し
た
。
以
前

鹿児島湾（錦江湾）に面した、薩
摩半島中西部の高台に位置する
公立高校。2017年度、従来は
理数科のみを対象にしていたＳＳ
Ｈの取り組みを、普通科にも広げ
た。部活動が盛んであり、約８割
の生徒が加入している。

設立 １９７１（昭和４６）年

形態 全日制／普通科・理数科／共学

生徒数 １学年約２３０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、広島大、大分大、鹿
児島大、県立広島大、下関市立大、北九州市立大などに１７人が合格。
私立大は、日本大、法政大、明治大、龍谷大、関西学院大、福岡大
などに延べ１３０人が合格。短大、専門学校進学７９人。就職４人。

住所 〒８９１ー０１３３　鹿児島県鹿児島市平川町４０４７

電話 ０９９ー２６１ー２１２１

Web site  http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kinkowan/
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生
徒
の
成
功
体
験
を
増
や
す
た
め
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
対
象
を
全
校
に
拡
大

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
研
究
を

全
校
体
制
で
推
進
し
、生
徒
の

好
奇
心
と
学
習
意
欲
を
醸
成

鹿
児
島
県
立
錦き

ん

江こ

う

湾わ

ん

高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

•自己肯定感と学習意欲に課題がある生徒が多かった

背景と課題

実践内容

• 課題研究に意欲的に取り組み、教科学習にも前向
きになる生徒が増えた

•課題研究を進路意識に結びつけられるよう、振り
返りを充実させることが、今後の課題

成果と展望

学校設定科目「ロジックプログラム」の設置　普通科
では、学校設定科目「ロジックプログラム」（ＬＰ）を新設。
「やればできる」といった意識を醸成するための新聞作
りを通して、探究したいテーマを見つけた後、次第にテー
マを焦点化させていくなど、段階的に進めている

学校設定科目「アクティブサイエンス」の設置　理数
科では、課題研究を行うための学校設定科目「アクティ
ブサイエンス」（ＡＳ）を新設。１年次から大学などの
研究機関と連携した取り組みに力を入れている

•ＳＳＨの対象を全学科に拡大　２０１７年度に３期目
の指定を受けたＳＳＨ（＊）の取り組みを、理数科
だけでなく普通科にまで広げ、全校体制で課題研
究を推進することにした

 ＊　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。
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は
職
業
調
べ
が
中
心
だ
っ
た
が
、
生
徒
自
身
が
自
由
に

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る

と
い
う
活
動
を
年
１
回
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

「
ゴ
ジ
ラ
の
姿
が
、
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
」
と
い
っ
た
、
自
分
の
関
心
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
究
を
通
じ
て
、
生
き
生
き
と
課
題
研
究
に
取
り
組
む

生
徒
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
学
年
を
担
当
し
て
い

た
現
Ｓ
Ｓ
Ｈ
副
主
任
の
山
口
貴
正
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、
ど
の

生
徒
も
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
て
、
学
習
意
欲
を
生
む
源
泉
で
あ
る
好
奇
心
を
刺

激
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
発
表
で
は
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
か
ら
『
面
白
か
っ
た
』
と
感
想
を
伝
え
ら
れ
、

う
れ
し
そ
う
に
す
る
生
徒
も
多
く
、『
や
れ
ば
で
き

る
』
と
い
う
自
信
を
得
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　

同
校
は
、
15
年
度
ま
で
２
期
10
年
間
に
わ
た
っ
て
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
だ
っ
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
理
数
科

の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
。
17
年
度
、
３
期
目
の
指
定
を

受
け
る
に
あ
た
り
、
普
通
科
を
含
む
全
学
科
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
と
、
宮
田
俊
一
教
頭
は
話
す
。

　「
探
究
学
習
の
意
義
が
浸
透
し
て
き
た
普
通
科
に
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
研
究
を
取
り
入
れ
、
生
徒
の
力
を
さ

ら
に
伸
ば
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

育
成
を
目
指
す
科
学
的
・
論
理
的
思
考
力
は
、
社
会

で
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
り
、
全
生
徒
に
し
っ
か

り
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

課
題
研
究
の
た
め
の
学
校
設
定
科
目
と
し
て
、
普
通

科
で
は
「
ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、
Ｌ
Ｐ
）、

理
数
科
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
」（
以
下
、

Ａ
Ｓ
）
を
17
年
度
に
新
設
し
た
。
１
年
次
を
「
基
礎
訓

練
期
」、
２
年
次
を
「
探
究
展
開
期
」、
３
年
次
を
「
普

及
発
展
期
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
練

り
上
げ
た
（
Ｐ
．36
図
１
）。
ま
た
、
同
県
全
体
に
お
け

る
課
題
研
究
の
推
進
・
普
及
の
た
め
、
同
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中
心
を
担
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

事
務
局
と
な
り
、
19
年
度
か
ら
、
県
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
４

校
が
連
携
す
る
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ェ
ス
タ
」
の
実
施
を
計
画

し
て
い
る
。
県
内
の
多
く
の
高
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

課
題
研
究
の
機
運
を
醸
成
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
。

　

普
通
科
１
年
次
の
Ｌ
Ｐ
で
は
、
16
年
度
に
行
っ
た
探

究
学
習
と
同
じ
よ
う
に
、
生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ

る
こ
と
を
重
視
し
、
１
学
期
に
新
聞
作
り
に
取
り
組
む
。

ま
ず
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
関
心

の
あ
る
新
聞
記
事
を
切
り
抜
き
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て

１
枚
の
紙
に
貼
っ
た
壁
新
聞
を
作
る
。
最
終
的
に
は
、

各
グ
ル
ー
プ
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
調
べ
学
習
を

行
い
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
壁
新
聞
へ
と
発
展
さ
せ

る
。
基
本
的
に
は
、
担
任
と
副
担
任
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
、
地
域
の
新
聞
社
の
記
者
の
指
導
も
受
け
な

が
ら
進
め
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
ク
ラ

ス
内
で
発
表
す
る
場
を
定
期
的
に
設
け
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
の
批
評
や
感
想
を
聞
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
学
期
の
終
わ
り
に
は
、
ク
ラ
ス
代
表
の
グ

ル
ー
プ
が
学
年
全
体
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、聞
き
手
の
生
徒
た
ち
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
「
新

聞
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
来
賓
で
あ
る
新

聞
記
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
会
長
ら
が
選
考
・
講

評
し
、
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
。
18
年
度
の
１

学
年
主
任
の
肱ひ

じ

岡お
か

斉な
り

子こ

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
ク
ラ
ス
発
表
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
控
え
め
だ

っ
た
生
徒
も
、
堂
々
と
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
の
批
評
を
聞
き
、

学
び
を
深
め
る
生
徒
た
ち

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

河
野
裕
一
郎
　
か
わ
の
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

副
主
任
。「
３
Ｓ（
す
ば
ら
し
い
・
す
ご
い
・
さ
す
が
）

活
動
で
、
生
徒
を
褒
め
て
伸
ば
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

郡
山
博
司
　
こ
お
り
や
ま
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
主
任
。「
生
徒
た
ち
に
や
る
気
と
自
信
、
そ
し
て

高
い
目
標
を
持
た
せ
、潜
在
能
力
を
開
花
さ
せ
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

肱
岡
斉
子
　
ひ
じ
お
か
・
な
り
こ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
１
学
年

主
任
。「
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
生
徒
の
力
を
引
き

出
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

山
口
貴
正
　
や
ま
ぐ
ち
・
た
か
ま
さ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

副
主
任
。「
す
べ
て
に
対
し
て
自
分
に
し
か
で
き
な

い
か
か
わ
り
を
持
ち
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

白
須
　

明
　
し
ら
す
・
あ
き
ら

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

主
任
。「
生
徒
が
自
律
で
き
る
よ
う
、
指
導
に
力
を

尽
く
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校
教
頭

宮
田
俊
一
　
み
や
た
・
し
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

の
持
つ
特
性
や
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
認
識
さ
せ
、

伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
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し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
批
評
を
受
け
、
よ
り
よ

い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
成

果
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
の
質
疑
応
答
で
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
多
様
な

質
問
に
的
確
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
調
べ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

理
数
科
１
年
次
の
Ａ
Ｓ
で
は
、
実
験
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
を
学
び
な
が
ら
、
放
射
線
や
遺
伝
子
組
み
換

え
と
い
っ
た
物
理
・
生
物
の
発
展
的
な
テ
ー
マ
に
関
す

る
実
験
を
グ
ル
ー
プ
で
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
。

指
導
は
、
数
学
科
・
理
科
に
加
え
、
保
健
体
育
科
や
芸

術
科
な
ど
、
様
々
な
教
科
の
教
師
が
担
当
す
る
。
研
究

機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
は
、
大
学
教
員
に
よ
る

講
座
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
」
が
あ
り
、
放
射
線

物
理
学
や
薬
学
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
を
開
講
す
る
。

ほ
か
に
も
、
博
物
館
学
芸
員
の
指
導
の
下
、
鹿
児
島
湾

（
錦
江
湾
）
の
生
物
や
地
形
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を
行
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
副
主
任
の
河か

わ

野の

裕
一
郎
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　「
基
礎
と
と
も
に
発
展
的
な
学
習
を
す
る
中
で
、

生
徒
は
身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
、
す
ぐ
に
活
用

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
学
び
が
よ
り
深
ま

り
、
達
成
感
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ｌ
Ｐ
・
Ａ
Ｓ
と
も
に
１
年
次
で
行
う
の
が
、「
リ
テ

ラ
シ
ー
講
座
」
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
文
献
を
検
索
す
る
方
法
な
ど

を
学
ぶ
「
情
報
探
査
」、
図
書
館
で

の
文
献
の
探
し
方
な
ど
を
学
ぶ
「
書

誌
学
」
と
い
っ
た
講
座
を
、全
教
科
・

科
目
の
教
師
が
分
担
し
、
普
通
科
Ｌ

Ｐ
で
は
２
学
期
、
理
数
科
Ａ
Ｓ
で
は

夏
季
休
業
期
間
に
開
く
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
主

任
の
白
須
明
先
生
は
、こ
う
述
べ
る
。

　「
１
学
期
を
終
え
た
生
徒
は
、

課
題
研
究
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
期
に
、

汎
用
的
な
知
識
・
技
能
の
重
要

性
を
意
識
さ
せ
、
以
後
の
課
題

研
究
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
理
数
科
Ａ
Ｓ

に
比
べ
て
１
年
次
に
研
究
機
関

と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
少
な

い
普
通
科
Ｌ
Ｐ
で
は
、
生
徒
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
、
大
学
教

員
に
よ
る
専
門
性
の
高
い
講
座
も
設
け
て
い
ま
す
」

　

１
年
次
の
３
学
期
に
は
、
両
科
目
合
同
で
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ

課
題
研
究
発
表
会
」
を
行
う
。
普
通
科
Ｌ
Ｐ
で
は
、
３

学
期
に
、
医
療
科
学
な
ど
の
７
分
野
か
ら
、
生
徒
が
関

心
の
あ
る
分
野
を
選
ん
で
探
究
す
る
「
プ
レ
課
題
研
究
」

に
取
り
組
み
、そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
（
図

２
）。
理
数
科
Ａ
Ｓ
で
は
、
１
学
期
か
ら
継
続
し
て
行
っ

て
き
た
発
展
的
な
学
習
・
実
験
の
成
果
を
発
表
す
る
。

　「
ポ
ス
タ
ー
作
り
や
説
明
が
上
手
な
グ
ル
ー
プ
に

は
、
見
学
者
が
多
く
集
ま
り
ま
す
。
生
徒
に
は
、
そ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
発
表
か
ら
刺
激
を
受
け
、
ポ
ス

タ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を

含
む
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
工

夫
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
口
先
生
）

　

２
年
次
に
は
、
両
科
目
と
も
に
１
年
次
よ
り
も
テ
ー

生き方を科学的・論理的にデザインできる探究的人材

アクティブ・ラーニング授業改善委員会【全校体制の授業改善】

３年次　普及発展期【テーマを広げる】

ロジックプログラムⅢ
サイエンスキャリア※

成果の発表普及・全体評価・発展探究
課題研究成果発表会、学会などへの参加、
小中学校実験教室など、総括評価、卒業研究

２年次　探究展開期【テーマを深める】

ロジックプログラムⅡ
サイエンスリサーチ※

協働的探究活動・検証高度化・まとめ
多様なグループ活動、フィールドワーク、
外部連携、海外サイエンス研修

１年次　基礎訓練期【テーマをつかむ】

ロジックプログラムⅠ
ベーシックサイエンス※

探究の基礎理解と習得・テーマ設定
科学知識・統計学・科学リテラシーなどの講座、

実験・情報探査、卒業生アドバイス講座、科学講演会

鹿
児
島
県
Ｓ
Ｓ
Ｈ
連
絡
協
議
会【
他
校
と
の
連
携
に
よ
る
厚
み
】

企
画
会
議
（
週
１
回
）【
共
通
認
識
形
成
】

※アクティブサイエンス（ＡＳ）は、１年次が「ベーシックサイエンス」、２年次が「サイエンスリサーチ」、
３年次が「サイエンスキャリア」という名称になる。

基
礎
と
発
展
を
と
も
に
学
び
、

生
徒
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る

生
徒
の
汎
用
的
な
知
識
・
技
能
を
高
め
、

よ
り
高
い
目
標
に
挑
む
意
欲
を
醸
成

取り組みの概念図図１

生
徒
の
成
功
体
験
が
大
き
く
な
る
よ
う
、

学
校
外
で
の
発
表
の
場
を
増
や
す
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マ
を
焦
点
化
し
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む
。
専
門
性
が

深
ま
る
よ
う
、
大
学
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
増
や
す
。

ま
た
、
研
究
の
内
容
や
成
果
を
発
表
す
る
場
を
、
校
外

に
も
広
げ
る
。
例
え
ば
、
京
都
へ
の
修
学
旅
行
中
、
提

携
先
の
大
学
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
高
校
を
訪
問
し
、
互
い

の
研
究
を
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
。
ほ
か
に
も
、
両
科

目
の
校
内
発
表
の
結
果
か
ら
生
徒
を
選
抜
し
、
提
携
先

で
あ
る
台
湾
の
大
学
生
や
高
校
生
に
、
自
分
た
ち
の
研

究
を
英
語
で
紹
介
す
る
「
海
外
サ
イ
エ
ン
ス
研
修
」
な

ど
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
３
年
次
に
は
、
課
題
研
究
の

九
州
大
会
や
全
国
大
会
、
各
種
の
科
学
的
な
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
出
場
を
目
指
す
。

　「
自
分
た
ち
の
研
究
が
、
大
学
の
先
生
や
他
校
の

生
徒
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
生
徒
は
自
信
を
深
め
、
大

き
な
自
己
肯
定
感
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
徒
に

は
、
そ
う
し
た
成
功
体
験
を
積
み
、
学
習
意
欲
を
よ

本
校
で
は
、
以
前
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す
発
問
な
ど
が
、
両
科
目
の
指

導
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
白
須
先
生
）

　

一
連
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ
て

い
る
。
自
信
を
持
っ
て
課
題
研
究
に
取
り
組
み
、
教
科

学
習
で
も
学
び
を
深
め
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
が
地
域
に
も
評
価
さ
れ
た

た
め
か
、
同
校
の
志
願
倍
率
は
向
上
し
て
い
る
。

　「
中
学
生
対
象
の
１
日
体
験
学
習
で
は
、
普
通
科

Ｌ
Ｐ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
中
学
生
の
新
聞
作
り
を
生

徒
が
指
導
し
ま
し
た
。中
学
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
、

使
う
表
現
を
工
夫
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
か
ら
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
感
じ
ま
し
た
。
中

学
生
か
ら
は
『
先
輩
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
』
と
い

っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
」（
山
口
先
生
）

　

今
後
は
、
生
徒
の
課
題
研
究
に
お
け
る
気
づ
き
を
進

路
意
識
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
進

路
指
導
主
任
の
郡
山
博
司
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
課
題
研
究
は
、
生
徒
が
『
大
学
で
何
を
学
び
た

い
の
か
』『
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
』
に
気
づ
く

契
機
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
振
り
返
り
を
充
実

さ
せ
、
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
多
面
的
・
総
合
的
に

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己

実
現
へ
の
意
識
が
明
確
に
な
れ
ば
、
生
徒
は
教
科
学

習
に
も
さ
ら
に
意
欲
的
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

り
高
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
河
野
先
生
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
対
象
を
全
学
科
に
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ
が
、
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
師
た
ち
は
、
理
数
科
の
卒
業
生
十
数
人
に
、

課
題
研
究
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
大
学
や
社
会
で
ど
の

よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
。
す
る
と
、
主

体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
が
身
に

つ
い
た
と
答
え
る
卒
業
生
が
目
立
っ
た
と
い
う
。
そ
う

し
た
回
答
を
職
員
会
議
で
示
し
な
が
ら
、「
課
題
研
究

は
、
数
学
・
理
科
の
知
識
・
技
能
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
で
汎
用
的
に
使
え
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が

る
も
の
だ
」
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
図
っ

た
。
ま
た
、
特
定
の
教
師
に
取
り
組
み
の
負
担
が
集
中

し
な
い
よ
う
、
体
制
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
た
。
例
え

ば
、
課
題
研
究
を
推
進
す
る
役
割
を
担
う
「
企
画
会
議
」

を
設
置
し
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
、
理
科
、
英
語
科
と

多
様
な
教
科
の
教
師
を
メ
ン
バ
ー
に
し
た
。
同
会
議
で

週
１
回
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
普
通
科
Ｌ
Ｐ
の
毎
回
の
指

導
案
を
作
成
し
た
り
、
理
数
科
Ａ
Ｓ
を
含
め
た
課
題
研

究
全
体
の
企
画
を
立
案
し
た
り
し
て
い
る
。
前
述
の
リ

テ
ラ
シ
ー
講
座
は
、
企
画
会
議
の
発
案
で
実
現
し
た
。

　「
普
通
科
Ｌ
Ｐ
は
初
め
て
の
取
り
組
み
な
の
で
、

教
師
へ
の
支
援
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
理
数

科
Ａ
Ｓ
は
、
以
前
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
期
間
に
お
け
る

課
題
研
究
を
基
礎
に
据
え
て
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

鹿児島県立錦江湾高校

◎医療科学 •大豆でがん予防
◎自然科学 •目と脳の錯覚
◎生命科学 •犬の殺処分の現状と対策
◎人文科学 •西郷と大久保の双方から見

た西南戦争
◎社会科学 •東京湾と錦江湾の調べ学習

からする「握りずし」の比較
◎スポーツ •高校生における体力テスト

と睡眠の関連
◎教育 •全国の待機児童の詳しい実

態について

•折り紙で多面体を作る
•扁平足について
•紫外線によるオゾンの生成
•車窓の霜をとかす方法
•温泉水の変化について

普
通
科
Ｌ
Ｐ

理
数
科
Ａ
Ｓ

卒
業
生
が
語
る
成
長
実
感
を
根
拠
に
、

課
題
研
究
へ
の
教
師
の
合
意
を
形
成

課
題
研
究
で
得
た
気
づ
き
を
、

進
路
意
識
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

１年次の課題研究のテーマ（例）図２
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